
様式第２号（第２１条関係） 

 

むつ市地域おこし協力隊活動状況報告書 

 

むつ市⾧ 山本 知也 殿 

 

隊員氏名 山田 菜生子 

 

次のとおり活動したことを報告します。 

【活動報告月：２０２３年９月分】 

１．実施した活動の概要・状況 

９月は 10 月に実施予定のライトアップイベントに向けた準備や、川内のビッグイベントである川内八幡宮

例大祭への参加、また大学生インターンの受け入れなど、色々なタイミングで地域について様々な立場の

方々と時間をかけてお話をする場面が多くあった。その中で、地域の歴史・文化や特性、コミュニティの存

在など、地域の新たな側面を知ることが出来たため、10 月以降の企画や地域理解に活かしていけたらと思

う。 

 

 

〈主な活動〉 

☆マリンアクティビティ予約ページの開設☆ 

 むつ市地域おこし協力隊員がインストラクターとして実施しているカヤックや SUP（スタンドアップパドル

ボード）などのマリンアクティビティ事業の一般向け予約ページを「むつ市海と森ふれあい体験館」のホームペ

ージ（https://shell-forest.info/experience/）に新たに開設した。体験ツアーでは、インストラクターがパドルの

握り方など基本的な知識からお伝えするため、アクティビティ初心者の方にも多くご参加いただいている。川内

川～陸奥湾の豊かな自然に囲まれたアクティビティツアー、市内外問わずぜひたくさんの方にご参加いただけた

らと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇９月 3 日（日）女性防災リーダー育成講座 発表会・修了式 

 11 月に実施予定の地域防災事業に向けて、春から受講していた一般社団法人男女共同参画みらいねっと主催 

の女性防災リーダー育成講座全７回の講座を修了し、個人としての地域防災アクションプランを受講生や青森県 

や弘前市の行政防災担当の方々の前で発表した。この講座では 2011 年に発生した東日本大震災において１次的

な被害だけでなく、多様性への配慮が欠けていたことから避難所内での感染症流行や自殺などの２次的な被害が

生まれてしまったことを踏まえ、生理用品の配布方法などの多様性に配慮した避難所づくりの方法や避難所にお

ける相談しやすい雰囲気づくりなど、実践を通して学ぶことが出来た。また、参加者の多くは津軽地域の方々だ

ったが、防災活動を日々地域で進めておられる心強い受講生の皆さんとのコミュニティも作ることが出来たため、

このようなつながりや学びを地域に還元できるよう、事業を進めていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇9 月 16 日（土）、17 日（日） 川内八幡宮例大祭 

 ２日間にわたって、川内地区本町で開催された川内八幡宮例大祭に、地域の方のご厚意で一員として参加させ

ていただくことが出来た。１年半川内で過ごし、見慣れてきた街並みだったが、きらびやかな山車と、それより

輝く各町内の若者の姿や地域の方の笑顔は個人的にとても新鮮で、地域文化の美しさ、熱さ、そしてつながって

いく想いをすぐ近くで感じ取ることができ、代えがたい経験になった。「祭りが終わった後、道に残った祭りの跡

を見て胸が熱くなって、いつでもあの掛け声とお囃子が聞こえてくる」とお話されていた地域の方の言葉を身に

染みて実感し、川内への想いが深まる経験になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．翌月の活動予定 

 10 月は以下の活動を行う。 

 

 10 月 7 日（土）         かわうち・まりん・びーちライトアップフェス 2023 

 10 月 9 日（月・祝）       かさまい館 Trunk or Treat イベント参加 

 10 月 14 日（土）・15 日（日）  MGF2023 手伝い 

 10 月 21 日（土）        KAWAUCHI 星空教室～2023 秋～ 

 10 月 27 日（金）～29 日（日）  ジオパーク全国大会 2023@銚子 

 


